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環境変動とクモの生態

• 南方種の北上
• レッドデータ種
• 都市化に伴う変化＝湿地から乾
地へ＝クモ専食者の優占化

• クモごよみ
• 外国からの侵入・帰化
• 進化の歴史（耐寒性の進化，餌
の特殊化，生態的進化）



身近な生き物 クモ観察のメリット

• 種類が多く，数も多い
• 多様な環境に生息
• 多様な生活形がある
• 飛ばない
• 肉眼で種類が分かる
• 商品価値が無い
• 標本作製が簡単



環境指標とする時のデメリット

• どこにでもいる
• 成体と幼体が違う
• 同定が難しい
• 研究者が少ない
• 関心をもつ人が少ない
• 環境ごとの違いが研究不足
• （デメリットの解消には・・・）
• ひとりで研究せず専門家に聞くこと



茅ケ崎市のクモ相の報告

• 1996～1999年 茅ケ崎ネイチャー・クラブ

• 1998年の茅ケ崎「文化資料館調査研究報告」
６：1-10，および2002年の同10：37-39．

• １１７種 都市化の特徴が現れている

• 地表性・落葉性の種は調査不足
【後述する注目種が記録されている】

• マルゴミグモ 1996年6月6日 香川原・久米聖子

• シロホシヒメグモ 1997年7月10日 茅ケ崎小

• ムツトゲイセキグモ 1999年9月20日 稲荷大庭神社 長谷川夕貴



写真は新海栄一氏



▲写真は谷川明男氏▲写真は新海栄一氏



▲写真は新海栄一氏



スズミグモ

大形で派手なクモ

網も大きい





スズミグモの指標生物としての利点



スズミグモの特徴は網目だけではない

• 正方形の網目
• スズミグモとキヌアミグモ
• スズミグモは上に凸のドーム
網

• キヌアミグモは下に凸の皿網
• 昼間の観察でスズミグモは網
の中心

• キヌアミグモは網の中心には
いない・昼間は隠れており、
夜になると中心に出てくる

• 出のう幼体でも同定できる

• スズミグモは昨年たくさんい
た地域でも、今年いなくなる
ことがある。



西日本ではスズミグモは普通種



神奈川県下のスズミグモ生活史

• 雌雄同居・求愛・交尾 7月下旬から8月
• ♂ 消失 8月初旬
• 産卵・♀の卵のう保護 8月中旬
• 子グモの卵のう脱出 9月初め
• 子グモの分散 9月中旬
• （子グモは卵のうの上に集団でまどいを
していることが観察される。大阪府堺
市・西野真由子）【足柄高校生物部】





これ以降、神奈川での記録が報告されなくなった。
いったい分布拡大の要因は何か。



プリント配布して下さい



仮説１「拡大の要因は
分散時期の風向」





9月中旬

9月下旬

１０月上旬

９月中旬から１０月上旬

風向
９時～
14時



仮説２「定着の要因は気温」

• 発生および成長に及ぼす温度の影響
• 日本各地の気温は上昇しているのか
• 「理科年表」





年平均気温 1950年と1960年比較

• 1921年～【1950年】，1931年～【1960年】の
データ

• 浜松市 11.3℃ → 15.1℃ 3.8℃
• 静岡市 11.1℃ → 15.6℃ 4.5℃
• 横浜市 10.7℃ → 14.5℃ 3.8℃
• 東京都 10.2℃ → 14.7℃ 4.5℃
• 銚子市 11.7℃ → 15.0℃ 4.3℃
• 水戸市 8.1℃ → 12.8℃ 4.7℃
• 宇都宮市 7.4℃ → 12.5℃ 5.1℃



年平均気温 1960年と1990年の比較

• 1931年～【1960年】，1960年～【1990年】の
データ

• 浜松市 15.1℃ → 15.7℃ 0.6℃
• 静岡市 15.6℃ → 16.1℃ 0.5℃
• 横浜市 14.5℃ → 15.2℃ 0.7℃
• 東京都 14.7℃ → 15.6℃ 0.9℃
• 銚子市 15.0℃ → 15.0℃ 0℃
• 水戸市 12.8℃ → 13.2℃ 0.4℃
• 宇都宮市 12.5℃ → 13.0℃ 0.5℃



東京は30年前の静岡の気温と等しい

• 1931年～【1960年】，1960年～【1990年】の
データ

• 浜松市 15.1℃ → 15.7℃ 以前は

• 静岡市 15.6℃ → 16.1℃ 静岡以西

• 横浜市 14.5℃ → 15.2℃ でしか

• 東京都 14.7℃ → 15.6℃ 見られない

• 銚子市 15.0℃ → 15.0℃ スズミが

• 水戸市 12.8℃ → 13.2℃ 東京でも

• 宇都宮市 12.5℃ → 13.0℃ 見られる



1920-1950年鹿児島】と【1995-1999年
東京】の気温の比較 横浜・大阪も参考



地球温暖化は仮説ではない
• 最近、地球温暖化を批判する本が花盛りである。
• 地球温暖化をウソだと誤解する人がいる。
• 現象論と因果論を混同することから来る誤解である。
「地球温暖化」は事実である。むしろ「地域温暖化」
ただし、その原因を二酸化炭素のみに還元することが批判され
ているのである。
地史的なレベルでいまは間氷期だから地球全体は氷河期を迎え
寒冷化するという予想もあるが、この予測は百万年レベルのこと
だろう。
二酸化炭素による温暖化の予測レベルはせいぜい百年である。

野草のデータからは温暖化の判断は慎重[田中，2011前講]



マンゴー



１９８７年



新海栄一、2006による



スズミグモ

チュウガタシロカネグモ

岸一弘氏より茅ケ崎市のスズミグモの記録

2006年以降, 芹沢柳谷にて
同 藤沢市の記録

2000年代前半より 川名清水にて

同 大磯町の記録

2008年 国府本郷にて ２♀



1980年に小田原城内高校で
記録。西日本では普通種だ
が、生活史は不明だった。
2007年小田原市国府津で生
活史研究
（年２化
交尾期は4月と8月）





クモ食いの特性



静岡県まで分布しており（分布パターン８）、
湘南地域に生息するのも時間の問題と思われ
る３種はシマササグモ、ムシバミコガネグモ、
ホシスジオニグモ。シマササグモは草本層に
ササグモやクリチャササグモに替わって侵入、
ムシバミコガネグモはコガタコガネグモと、
ホシスジオニグモはヌサオニグモやワキグロ
サツマノミダマシと競合する可能性がある。











プリント配布して下さい



県内のクモの分布を考察する
ときに、欠かせないのがレッ
ドデータ種である。各県で独
自に選定されているレッド
データ種は選定者の独断によ
るところが大きい。神奈川県
の選定に当たっては恣意的な
選択はきびしく退けて、過去
のデータがある種に限った。
その結果、絶滅危惧種はほと
んど指定しなかった。



神奈川県レッドデータ種

• 選定 池田博明・谷川明男による（2006）
• ワスレナグモ 絶滅危惧Ⅱ類（国：準絶滅危惧）
• ドウシグモ 準絶滅危惧 （国：情報不足）

• 注目種 シロタマヒメグモ，タカネヒメグモ，
キヌキリグモ，ハンモックサラグモ，コシロブ
チサラグモ，ミドリアシナガグモ，イナズマク
サグモ，コガネエビグモ，スジシャコグモ 以
上寒冷地域および高山種

• 注目種 ヒメハナグモ 局所分布
• 要注意種 コガネグモ 里山種



温暖化が進めば北方種が消える

• 山梨県との県境・丹沢山塊の北側に分
布する北方種は消える可能性がある

• 南方種の北上は相変わらず観察されて
いる

• マルゴミグモ（東京，2007年）
• ワクドツキジグモ（横浜，2010年）





分布パターンが
（８）静岡以南のク
モは？

シマササグモ
ホシスジオニグモ
ムシバミコガネグモ

＋＋＋＋＋＋＋＋
オダカユウレイグモ
ハヤテグモ（偶産あり）
ホシヒメグモモドキ
キイロハラダカグモ
チビクロドヨウグモ
ヒカリアシナガグモ
（2004年相模原､

2008年栃木県）
キヌアミグモ
カマスグモ



分布パターン（７）福島までのクモ

• （採集可能性のある種）
• ヒシガタヒメグモ
• トガリクサチヒメグモ
• ヒザブトヒメグモ（過去の記録は
誤認）

• キヌアシナガグモ
• アシブトハエトリ
• （既に記録されている種）
• テジロハリゲコモリグモ
• ミナミコモリグモ
• サヤヒメグモ
• リュウキュウヒメグモ

• （既に記録されている種）
• アカイソウロウグモ
• クロマルイソウロウグモ
• オダカグモ
• ユアギグモ
• サカグチトリノフンダマシ
• マメイタイセキグモ
• ムツトゲイセキグモ
• チュウガタシロカネグモ
• キジロオヒキグモ
• アシダカグモ



分布判断に誤りがある種 2006

• マミクロハエトリ
• 分布パターン（５）とされて
いるが、せいぜい（７）であ
り、太平洋岸では静岡県まで。

• 神奈川県で過去に本種に同定
されたクモはマミジロハエト
リの黒っぽいメスである。

• メスはマミジロハエトリと酷
似していて識別が困難


